
春

闘

統

一

要

求

の

ベ

ア

５

０

０

０

円

は

、

組

合

員

の

生

活

実

態

か

ら

の

切

実

な

要

求

で

す

。

日

本

経

済

は

、

賃

金

を

引

き

上

げ

る

こ

と

で

、

消

費

と

内

需

拡

大

に

な

り

、

経

済

再

生

に

つ

な

が

り

ま

す

。

第

二

に

、

２

％

の

物

価

上

昇

目

標

を

掲

げ

る

ア

ベ

ノ

ミ

ク

ス

で

は

経

済

の

再

生

に

は

な

ら

な

い

。

個

人

消

費

を

上

げ

る

た

め

に

は

、

賃

上

げ

を

実

施

す

べ

き

で

す

。

第

三

に

、

復

興

特

別

所

得

税

・

住

民

税

、

厚

生

年

金

保

険

料

な

ど

の

税

制

改

悪

が

家

計

を

直

撃

し

、

消

費

税

の

値

上

げ

に

よ

り

生

活

は

大

変

に

な

る

実

態

を

根

拠

に

し

て

い

ま

す

。

『

12

年

度

賃

金

・

生

活

実

態

調

査

（

賃

金

ア

ン

ケ

ー

ト

）

』

で

Ｊ

Ｒ

東

海

の

組

合

員

は

、

「

組

合

員

の

収

入

の

み

」

が

54

％

、

「

家

族

の

収

入

も

得

て

」

が

46

％

、

「

毎

月

赤

字

」

は

55

％

、

平

均

の

赤

字

金

額

は

４

万

１

３

６

４

円

で

、

ベ

ア

要

求

額

は

３

万

６

８

５

１

円

で

し

た

。

組

合

員

は

、

支

出

を

抑

え

、

倹

約

・

節

約

し

て

い

ま

す

。

是

非

、

ベ

ア

は

必

要

で

す

。

そ

の

他

、

賃

金

に

関

わ

る

項

目

で

、

「

定

期

昇

給

の

逓

減

制

の

見

直

し

」

「

最

低

退

職

金

２

０

２

０

万

」

「

各

割

増

率

の

ア

ッ

プ

」

な

ど

。

労

働

条

件

に

関

わ

る

項

目

で

は

、

「

休

日

労

働

の

解

消

」

「

専

任

社

員

の

労

働

条

件

の

改

善

」

な

ど

15

項

目

を

申

し

入

れ

ま

し

た

。

３

月

15

日

ま

で

の

回

答

を

求

め

て

い

ま

す

。

【【【【

夏夏夏夏

季季季季

手手手手

当当当当

３３３３

・・・・

２２２２

カカカカ

月月月月

要要要要

求求求求

】】】】

新

賃

金

要

求

と

併

せ

て

、

夏

季

手

当

要

求

を

申

し

入

れ

ま

し

た

。

要

求

の

根

拠

は

、

賃

金

ア

ン

ケ

ー

ト

に

よ

り

、

毎

月

赤

字

が

回

答

数

の

55

％

。

そ

の

赤

字

は

期

末

手

当

で

補

填

。

老

後

に

備

え

た

預

金

や

住

宅

ロ

ー

ン

等

の

借

金

返

済

な

ど

、

組

合

員

は

期

末

手

当

に

依

存

し

て

い

ま

す

。

決

算

は

、

通

期

の

業

績

予

想

な

ど

が

過

去

最

高

の

増

収

・

増

益

を

見

込

ん

で

い

ま

す

。

背

景

に

は

、

日

夜

安

全

安

定

輸

送

に

奮

闘

し

て

い

る

社

員

の

頑

張

り

が

あ

り

、

社

員

の

期

待

に

応

え

る

よ

う

求

め

ま

し

た

。

2

月

12

日

、

ジ

ェ

イ

ア

ー

ル

東

海

バ

ス

に

申

し

入

れ

ま

し

た

。

賃

金

関

係

で

は

、

「

ベ

ア

５

０

０

０

円

を

は

じ

め

、

超

勤

単

価

の

引

き

上

げ

や

契

約

社

員

・

臨

時

社

員

の

賃

金

を

社

員

に

準

じ

る

こ

と

、

す

べ

て

の

社

員

を

家

族

手

当

の

支

給

対

象

」

と

す

る

こ

と

で

す

。

安

全

輸

送

と

労

働

条

件

の

改

善

で

は

、

ゆ

と

り

を

も

っ

た

ダ

イ

ヤ

と

す

る

た

め

、

要

員

の

確

保

を

求

め

て

い

ま

す

。

ま

た

、

新

高

速

バ

ス

乗

合

制

度

で

、

今

後

の

経

営

展

望

を

明

ら

か

に

す

る

よ

う

求

め

ま

し

た

。

夏

季

手

当

は

、

３

・

０

カ

月

を

支

給

す

る

よ

う

申

し

入

れ

ま

し

た

。

貨

物

東

海

支

社

へ

の

申

し

入

れ

は

、

国

労

の

賃

金

ア

ン

ケ

ー

ト

（

東

海

貨

物

）

で

、

赤

字

と

回

答

し

た

組

合

員

が

70

％

で

あ

り

、

赤

字

の

平

均

額

も

３

万

２

１

４

３

円

の

厳

し

い

生

活

実

態

で

す

。

生

活

改

善

を

す

る

た

め

、

定

期

昇

給

と

は

別

に

５

０

０

０

円

の

引

き

上

げ

、

新

規

採

用

給

の

引

上

げ

、

55

歳

以

降

（

70

％

に

ダ

ウ

ン

）

の

賃

金

の

解

消

、

第

二

基

本

給

の

廃

止

求

め

て

い

ま

す

。

労

働

条

件

関

係

で

は

、

東

海

支

社

の

異

常

な

要

員

不

足

を

解

消

す

る

た

め

、

「

公

休

、

特

休

、

年

休

が

完

全

消

化

で

き

る

要

員

確

保

す

る

よ

う

」

求

め

て

い

ま

す

。

２０１３年２月２８日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３３７（１）
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集集集集

責責責責

任任任任

者者者者

高高高高
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宏宏宏宏

「「「「11113333春春春春闘闘闘闘要要要要求求求求」」」」をををを各各各各社社社社にににに申申申申しししし入入入入れれれれ

国

労

東

海

本

部

は

、

新

賃

金

要

求

等

を

Ｊ

Ｒ

東

海

、

ジ

ェ

イ

ア

ー

ル

東

海

バ

ス

、

Ｊ

Ｒ

貨

物

東

海

支

社

に

申

し

入

れ

ま

し

た

。

組

合

員

は

、

春

闘

交

渉

と

併

せ

て

「

職

場

三

大

要

求

」

の

取

り

組

み

を

強

化

し

、

地

域

・

共

闘

と

連

携

し

た

行

動

に

積

極

的

に

参

加

し

て

13

春

闘

」

を

勝

利

し

ょ

う

。

ＪＪＪＪ

ＲＲＲＲ

東東東東

海海海海

会会会会

社社社社

東東東東

海海海海

ババババ

スススス

会会会会

社社社社

貨貨貨貨

物物物物

東東東東

海海海海

支支支支

社社社社

２月８日～３月４日

貨物13春闘署名行動

３月４日 静岡地本統一行動

主要駅頭宣伝

春闘学習会

３月４日 東海貨物・春闘学習会

３月８日 交運労協春闘集会

３月８日 国労青年･婦人･家族

中央総行動

３月12日 国労中央行動

３月12日 新幹線地本統一行動

（内容検討中）

名古屋地本統一行動

岐阜県支部独自行動

３月14日 愛知春闘共闘「決起集会」

13春闘の主な行動



「「「「 が んが んが んが ん 」」」」 のののの 保 障保 障保 障保 障 　　　　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に

１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付

金金金金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き

１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料

払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介

（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞

ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間

を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

新

幹

線

地

本

は

、

２

月

16

日

に

地

方

委

員

会

を

開

催

し

、

冒

頭

に

徳

竹

委

員

長

が

、

「

統

一

行

動

で

皆

が

行

動

す

る

春

闘

に

し

よ

う

」

と

呼

び

か

け

ま

し

た

。

組

織

拡

大

で

は

、

「

職

場

に

渦

巻

く

不

満

や

不

安

に

私

た

ち

が

い

か

に

応

え

得

る

か

」

「

相

談

で

き

る

国

労

を

つ

く

る

こ

と

が

重

要

」

だ

と

述

べ

ま

し

た

。

委

員

の

発

言

で

は

、

「

昨

年

の

春

闘

統

一

行

動

は

、

朝

８

時

の

駅

頭

宣

伝

か

ら

夜

の

集

約

集

会

ま

で

の

長

い

時

間

を

や

り

き

っ

た

達

成

感

が

あ

っ

た

」

「

交

流

会

で

職

場

の

不

平

や

不

満

を

出

し

合

っ

て

良

い

機

会

と

な

っ

た

」

な

ど

の

統

一

行

動

の

成

果

が

報

告

さ

れ

ま

し

た

。

地

本

の

統

一

行

動

は

、

３

月

12

日

で

、

こ

れ

か

ら

内

容

の

検

討

に

入

る

と

し

て

い

ま

す

。

静

岡

地

本

は

２

月

22

日

に

地

方

委

員

会

を

開

催

し

、

杉

本

委

員

長

が

、

安

倍

内

閣

の

目

指

し

て

い

る

戦

争

の

で

き

る

国

作

り

の

危

険

性

と

Ｔ

Ｐ

Ｐ

参

加

問

題

や

原

発

問

題

な

ど

の

問

題

点

を

訴

え

た

上

で

次

の

こ

と

を

強

調

し

ま

し

た

。

「

13

春

闘

で

大

企

業

の

内

部

留

保

を

切

り

崩

し

て

賃

上

げ

を

勝

ち

取

る

こ

と

は

日

本

経

済

の

再

生

へ

の

道

」

で

あ

り

、

「

雇

用

を

守

り

、

格

差

と

貧

困

に

歯

止

め

を

か

け

る

た

め

職

場

と

地

域

か

ら

運

動

を

強

化

し

よ

う

」

と

訴

え

る

と

と

も

に

、

「

職

場

の

闘

い

を

強

化

し

、

国

労

最

大

の

課

題

で

あ

る

組

織

拡

大

を

一

丸

と

な

っ

て

目

標

達

成

し

よ

う

」

と

述

べ

ま

し

た

。

委

員

会

で

は

、

３

月

４

日

を

地

本

統

一

行

動

日

と

す

る

こ

と

を

決

定

し

、

主

要

駅

等

宣

伝

行

動

や

春

闘

学

習

会

の

行

動

を

取

り

組

む

と

し

て

い

ま

す

。

名

古

屋

地

本

は

２

月

16

日

に

地

方

委

員

会

を

開

催

し

、

13

春

闘

の

地

本

統

一

行

動

日

な

ど

に

つ

い

て

決

定

し

ま

し

た

。

委

員

か

ら

の

発

言

で

は

、

職

場

で

三

大

要

求

の

確

立

の

取

り

組

み

や

申

し

入

れ

が

す

で

に

行

わ

れ

て

い

る

こ

と

、

１

月

か

ら

組

合

員

２

枚

の

ア

ン

ケ

ー

ト

用

紙

で

他

労

組

組

合

員

の

声

も

集

め

て

い

る

な

ど

、

春

闘

勝

利

に

向

け

た

職

場

で

の

積

極

的

な

取

り

組

み

が

報

告

さ

れ

ま

し

た

。

地

域

で

の

取

り

組

み

は

、

各

支

部

が

県

単

位

の

春

闘

共

闘

実

行

委

員

会

な

ど

と

の

共

闘

し

た

行

動

を

行

っ

て

お

り

、

地

本

統

一

行

動

は

３

月

12

日

を

軸

に

柔

軟

に

対

応

す

る

と

し

ま

し

た

。

具

体

的

に

は

、

岐

阜

県

支

部

が

３

月

12

日

に

独

自

行

動

、

愛

知

県

支

部

は

14

日

予

定

の

春

闘

共

闘

に

よ

る

大

規

模

な

労

働

者

決

起

集

会

に

参

加

し

ま

す

。

２０１３年２月２８日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３３７（２）

国労東海本部ホームページ http://www.kokurotokai.com/

  

新

幹

線

・

静

岡

・

名

古

屋

の

各

地

方

本

部

（

地

本

）

は

、

地

方

委

員

会

を

そ

れ

ぞ

れ

に

開

催

し

、

13

春

闘

勝

利

に

向

け

た

方

針

を

決

定

し

ま

し

た

。

各

地

方

本

部

は

、

春

闘

勝

利

に

向

け

た

全

組

合

員

の

結

集

と

職

場

か

ら

の

闘

い

を

提

起

し

て

い

ま

す

。

新新新新

幹幹幹幹

線線線線

地地地地

本本本本

三三三三

地地地地

本本本本

がががが

委委委委

員員員員

会会会会

開開開開

催催催催

静静静静

岡岡岡岡

地地地地

本本本本

名名名名

古古古古

屋屋屋屋

地地地地

本本本本

講

演

で

萬

井

先

生

は

最

初

に

、

不

安

定

雇

用

労

働

者

の

増

加

や

正

社

員

も

含

め

た

労

働

者

へ

の

攻

撃

な

ど

に

つ

い

て

述

べ

た

上

で

、

不

安

定

就

業

と

法

制

度

が

ど

の

よ

う

に

変

化

し

、

今

回

の

労

働

契

約

法

と

労

働

者

派

遣

法

の

改

正

内

容

に

結

び

つ

い

て

い

く

の

か

を

説

明

し

ま

し

た

。

今

回

の

法

改

正

で

は

、

有

期

雇

用

や

派

遣

と

い

う

形

で

働

く

非

正

規

労

働

者

の

正

規

化

に

道

が

開

け

る

一

方

で

、

企

業

側

は

５

年

に

達

す

る

前

に

雇

止

め

す

る

可

能

性

が

あ

り

、

今

回

の

改

正

は

、

「

も

ろ

刃

の

剣

」

で

あ

り

、

だ

か

ら

こ

そ

、

「

労

働

組

合

が

法

改

正

と

ど

の

よ

う

に

向

き

合

い

、

方

針

化

し

て

闘

う

か

が

問

わ

れ

て

い

る

」

と

強

調

し

、

「

労

働

組

合

の

存

在

が

問

わ

れ

て

い

る

の

で

頑

張

っ

て

く

だ

さ

い

」

と

ま

と

め

ま

し

た

。

 

国

鉄

労

働

会

館

は

２

月

１

日

、

名

古

屋

市

内

で

労

働

講

座

を

開

催

し

、

国

労

を

は

じ

め

、

建

交

労

や

全

港

湾

な

ど

約

60

人

が

参

加

し

ま

し

た

。

労

働

講

座

で

は

、

龍

谷

大

学

名

誉

教

授

の

萬

井

隆

令

氏

が

、

「

不

安

定

就

業

と

労

働

契

約

法

･

派

遣

法

改

正

」

の

テ

ー

マ

で

講

演

し

ま

し

た

。

不不不不安安安安定定定定就就就就業業業業とととと労労労労働働働働契契契契約約約約法法法法････派派派派遣遣遣遣法法法法改改改改正正正正

国国国国労労労労会会会会館館館館

労労労労働働働働講講講講座座座座

11113333

春春春春

闘闘闘闘

勝勝勝勝

利利利利

へへへへ

質問を受ける萬井講師

おおおお年年年年玉玉玉玉ククククイイイイズズズズ／／／／５５５５名名名名当当当当選選選選

第32回東海本部委員会で、

正解者23名から抽選。

新新新新谷谷谷谷 悦悦悦悦雄雄雄雄 大阪車両所分会

郡郡郡郡司司司司 高高高高英英英英 東京駅分会

戸戸戸戸原原原原 弘弘弘弘志志志志 東京駅分会

吉吉吉吉廣廣廣廣 秀秀秀秀信信信信 東京駅分会

千千千千葉葉葉葉 愛愛愛愛一一一一郎郎郎郎 東京駅分会

【【【【

編編編編

集集集集

部部部部

よよよよ

りりりり

おおおお

詫詫詫詫

びびびび

とととと

訂訂訂訂

正正正正

】】】】

前

号

記

載

の

東

海

本

部

委

員

会

の

小

海

誠

委

員

の

発

言

（

２

面

）

に

つ

い

て

左

記

の

よ

う

に

訂

正

し

お

詫

び

し

ま

す

。

「

岳

南

鉄

道

の

子

会

社

化

で

…

…

悪

化

し

て

い

る

。

」

を

訂

正

し

、

「

岳

南

鉄

道

の

子

会

社

化

に

よ

る

労

働

条

件

悪

化

が

あ

る

が

同

様

に

私

の

出

向

先

も

悪

化

し

て

い

る

。

」

と

し

ま

す

。


